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研
究
発
表
要
旨

．
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島
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神
、
仏
、
尊
（
命
）
の
語
源

新
　
谷
　
光
　
二

　
世
界
の
言
語
の
系
統
は
未
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。
一
つ
の
仮

説
と
し
て
は
す
べ
て
の
言
語
を
ノ
ス
ト
ラ
大
語
族
に
帰
せ
し
め
、

こ
れ
を
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
語
族
、
ド
ラ
ヴ
ィ
ダ
語
族
、
カ
ル
ト
ゥ
ヴ
ェ

リ
語
族
、
ア
フ
ロ
・
ア
ジ
ア
語
族
に
分
け
る
考
え
方
が
あ
る
。
ユ
ー

ラ
シ
ア
大
語
族
に
は
イ
ン
ド
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
族
を
始
め
ウ
ラ
ル
語

族
、
ア
ル
タ
イ
語
族
が
含
ま
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
考
え
方

の
当
否
は
別
に
し
て
、
日
本
語
や
ヒ
ブ
ル
語
は
ど
の
語
族
に
属
す

る
の
か
の
大
問
題
に
は
定
説
と
さ
れ
る
も
の
が
な
い
。
従
っ
て
、

正
統
的
な
比
較
言
語
学
に
よ
っ
て
は
語
源
は
明
ら
か
に
で
き
な
い

と
さ
れ
て
き
た
。

　
し
か
し
、
演
者
は
少
く
と
も
日
本
語
は
イ
ン
ド
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語

族
に
属
す
る
こ
と
を
こ
の
四
半
世
紀
主
張
し
て
き
た
。
そ
の
論
証

の
決
め
手
は
イ
ン
ド
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
根
の
音
素
／
7
が
日
本
語

の
／
脚
／
と
な
る
音
韻
対
応
法
則
（
い
わ
ば
、
新
谷
の
法
則
）
を

見
出
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
論
証
は
印
欧
語
根
の
、
藤
一
。
魯
7
0
－

と
そ
の
母
音
交
替
の
語
型
膏
ざ
仁
菖
」
静
貯
菖
6
－
の
三
語
根
他
に
よ
っ

て
な
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
語
根
の
意
味
内
容
は
順
に
、
可
愛
ら
し

い
、
許
可
（
原
義
は
要
求
）
、
愛
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
対
応
す
る

日
本
語
語
彙
は
、
く
は
し
、
乞
ひ
、
恋
ひ
（
媚
び
）
で
あ
っ
て
、

こ
の
三
語
彙
は
音
韻
論
的
に
は
、
〔
寄
昏
。
－
。
・
ご
曽
〔
閃
。
魯
占
冒

〔
巨
9
」
ざ
げ
。
－
〕
が
原
型
で
あ
る
。
万
葉
集
の
音
韻
に
関
す
る
石

塚
龍
麿
、
橋
本
進
吉
ら
の
研
究
に
よ
れ
ば
日
本
語
の
五
十
音
図
に

基
づ
く
い
、
え
、
お
の
段
の
音
韻
に
二
種
類
が
あ
る
こ
と
が
発
見

さ
れ
た
。
即
ち
、
乞
ひ
は
〔
閃
9
塑
〕
で
あ
る
が
恋
ひ
は
〔
閃
9
冨
〕

で
あ
る
。
こ
の
違
い
は
前
述
の
発
音
記
号
か
ら
明
ら
か
に
な
る
。

更
に
金
く
独
立
の
研
究
で
あ
る
が
松
本
克
巳
の
日
本
語
の
内
的
再

構
に
よ
れ
ば
乞
ふ
は
9
幹
で
あ
り
、
恋
ふ
は
午
幹
で
あ
る
と
さ

れ
る
が
、
こ
の
説
と
も
一
致
す
る
。
ま
た
、
大
野
晋
に
よ
れ
ば
乞

ふ
の
四
段
活
用
は
語
幹
が
閉
音
節
で
あ
り
、
恋
ふ
の
下
二
段
活
用

は
そ
れ
が
開
音
節
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
説
を
も
明
解
に

説
明
で
き
る
。
即
ち
印
欧
語
根
に
基
づ
い
て
日
本
語
語
彙
の
内
部
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音
韻
購
造
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
わ
け
で
、
こ
れ
は
印
欧
比
較
醤
語

学
の
揺
ぎ
な
い
成
果
で
あ
る
。

　
こ
の
成
果
に
基
づ
き
日
本
語
語
彙
、
神
は
印
欧
語
根
縣
δ
箏
に

遡
及
で
き
、
こ
の
語
根
の
意
味
内
容
即
ち
語
源
は
死
者
の
霊
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
み

る
こ
と
が
で
き
る
。
日
本
語
の
民
間
語
源
と
し
て
は
上
に
傷
ま
す

か
ら
神
で
あ
る
と
す
る
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
こ
の
語
彙
も
万
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
み

集
で
は
、
神
は
〔
薄
鼠
し
、
上
は
〔
蒙
塵
ご
で
あ
っ
て
音
韻
に
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
み

が
あ
る
。
大
野
晋
は
こ
の
音
韻
の
差
か
ら
神
と
上
の
岡
源
を
否
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
み

し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
渡
部
昇
一
は
上
に
居
ま
す
か
ら
神
は
露

明
で
音
韻
の
差
は
む
し
ろ
同
源
の
証
査
と
し
、
国
語
学
に
も
印
欧

比
較
言
語
学
の
方
法
論
の
必
要
性
を
主
張
し
た
。
こ
の
両
論
に
対

し
て
演
者
は
語
源
を
示
し
得
な
い
議
論
は
空
論
で
あ
り
、
語
源
に

　
　
　
　
か
み

て
ら
せ
ば
上
に
居
ま
す
か
ら
神
と
す
る
と
の
考
え
は
国
粋
主
義
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
み

暴
論
と
断
じ
る
。
演
者
は
上
は
印
欧
語
根
詳
①
学
に
遡
及
で
き
て

そ
の
語
根
の
意
味
内
容
即
ち
語
源
は
都
窪
で
あ
り
、
天
空
の
意
味

で
あ
る
こ
と
だ
け
を
述
べ
て
お
く
。

　
次
に
、
O
o
α
の
語
源
は
印
欧
語
根
の
斬
。
Q
冨
㌣
で
あ
っ
て
呼
び
求

め
る
と
い
う
語
源
を
措
定
で
き
る
。
即
ち
、
O
o
α
は
呼
び
出
さ
れ

た
も
の
聾
σ
q
ぴ
2
－
酔
。
－
で
あ
る
。
こ
れ
は
宗
教
的
に
は
祈
り
と
関
係
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ン
ィ

る
語
彙
で
、
沼
本
語
語
彙
の
言
や
事
と
同
源
で
あ
る
。
こ
の
万
葉

の
音
韻
は
欝
9
｛
o
じ
で
あ
る
か
ら
前
述
の
通
り
説
明
さ
れ
、
矛

盾
は
な
い
。
美
称
を
付
し
た
み
－
こ
と
は
尊
（
命
）
で
あ
り
、
神

で
は
な
く
尊
（
命
）
が
O
o
α
と
同
源
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。

　
聾
o
o
。
・
は
印
欧
語
根
下
穿
鮮
に
遡
及
し
こ
の
意
味
内
容
は
一
般
的

宗
教
概
念
を
い
っ
た
。
こ
れ
か
ら
、
蒔
穿
。
。
・
－
？
を
経
て
一
巻
霧
師
ち

神
と
な
っ
た
。
同
源
の
英
語
は
口
耳
2
無
毒
轡
帥
毒
口
な
ど
で
あ
り
、

こ
れ
は
B
本
語
語
彙
で
は
死
、
節
（
セ
ツ
、
セ
チ
）
と
同
源
と
考

え
ら
れ
る
。

　
N
⑳
島
（
O
o
鐸
の
）
の
語
源
は
印
欧
語
根
の
♂
o
管
－
で
あ
り
、
輝
く
、

天
空
か
ら
神
の
概
念
を
生
じ
た
。
こ
れ
は
パ
ン
テ
オ
ン
の
主
神
で

あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
の
唯
　
神
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
が
、
ラ
テ

ン
系
で
は
こ
の
語
彙
が
用
い
ら
れ
た
。

　
研
究
発
表
で
は
エ
ロ
ヒ
…
ム
を
め
ぐ
っ
て
、
又
、
ほ
と
け
の
語

彙
に
つ
い
て
も
論
じ
た
が
紙
数
が
尽
き
た
。
ヒ
ブ
ル
語
に
つ
い
て

は
未
だ
巳
本
語
に
於
け
る
よ
う
な
証
査
が
あ
げ
ら
れ
て
お
ら
ず
語

源
も
前
述
の
如
く
不
確
か
で
あ
る
。
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